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はしがき

この研究は平成1 7, 1 8･ i 9年度の独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金

(基盤研究(C))の助成を受けて行なわれた0本研究報告書はその3年間にわたる研究の成果

をまとめたものである｡

1998年頃の理論的bredkthro喝いこよって､それ以前はうまくいかなかった重いクオーコ

ニウム系の物理量の摂動QCDに基づく高精度の予言が可能となった｡これを契機として､本

研究では以下の研究課壇を計画した:

1･重いクオーコニウム系のスJiクトルを用いて､ QCDの結合定数｡S(Mz)や重いクオーク

の瓦宿質量などの基礎物理定数を高精度で決定する｡

L2･今までより微視的なレベルで､摂動QCDに基づく重いクオーコニウム系の理解を進める｡

それぞれの目的に沿って､主に以下の研究成果を上げた:

1･摂動QCDポテンシャルとlattice計算によるポテンシャルの結果との比較から強い相互作

用の結合定数αS(Mz)が精度良く決まることを示した｡

2･宇宙初期のニュートラリノ対消滅に対するQCD補正を計算した｡また､ LHCにおける

仏re血old近傍におけるトップクォーク生成断面積を計算した｡これらの過轟ではトップ

クォークの共鳴状態が大きく寄与する｡

3･摂動QCDポテンシャルの3ループの計算において､膨大な数のループ積分を少数のマス

ター積分に帰着させた｡

更に詳細な研究成果については､本文の｢研究発表｣の部の論文に見ることができる｡また､

国際会義にも積極的に参加し､これらの研究成果を発表した｡

本研究計画の成果が､重いクオーコニウム系の理論的解析､及び､基礎物理定数の高精度

決定の新しい発展の契機となることを期待している｡

平成20年3月1日
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